
[武蔵国分尼寺跡（府中市）]探訪レポート

武蔵国分尼寺跡





参考ホームページ
http://mapbinder.com/Map/Japan/Tokyo/Kokubunjishi/Kokubunniji/Kokubunniji.html
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　　　正面に尼坊の基壇と礎石が表示されているが、道路によって二分されている



　　　　　伽藍の区画の塀が植栽や柱で表現されている



　　　　一部、塀が表示されている



　　塀の左手は伽藍の区画溝の表示



　　　　　　砂利部分が区画溝





　　　　　尼坊の基壇と礎石が表示されているが、道路によって二分されている







　　　　尼坊の基壇と礎石の表示















　　　　　　手前は掘立柱建物跡







　柱（木杭）は斜めに立つ幢竿跡の表示







　　この辺りに講堂があったらしい/またその左手に経蔵、右手に鐘楼があったという





　　　　　講堂跡から金堂跡を見る



　　金堂の基壇



　　　　　　西から金堂跡を見る



　　中門跡付近から金堂跡方向を見る



　　　この太い木杭は巨大な幢竿跡





　　　金堂前面に立てられた幢竿跡





　　　金堂跡







　　　　　　東から金堂跡を見る



　　　　　金堂基壇上から東を見る



　金堂基壇上から南（中門方向）を見る



　　　　　　金堂基壇上から北（講堂・尼坊方向）を見る



　　　　　金堂基壇上から西を見る



　　　中門跡





　　三角形のコンクリート部分が中門跡



　　　中門に取りつく掘立柱塀の位置を植栽で表している





　この砂利部分は塀内側の素掘り跡





　　塀外側の素掘り跡（右手）と左手の砂利部分は区画溝



　この砂利部分は塀内側の素掘り跡



　　塀外側の素掘り跡（左手）と右手の砂利部分は区画溝



塀外側の素掘り跡



　正面は武蔵国分尼寺跡の史跡標柱







　　　　正面は武蔵国分尼寺跡の記念碑と出土した礎石





　　出土礎石





　　　　　　中門跡左から金堂跡、尼坊跡方向を見る



　　　　　　次の国分寺市文化財資料展示室へ向かう途中に振り返る/正面の道路を進み、武蔵野線の線路をくぐると武蔵国分尼寺一帯が広がる





　国分寺市文化財資料展示室へ歩く途中に振り返る/正面の小山部分は伝祥応寺や塚、そして旧鎌倉街道がある一帯/その左手が武蔵国分尼寺部分

参考ホームページ
http://www.aswe.jp/shashi/histry/bibo/030504MUSA-KOKUBUN-NIJI/

http://www.aswe.jp/shashi/histry/bibo/030504MUSA-KOKUBUN-NIJI/


　　　国分寺市文化財資料展示室









次の武蔵国分寺跡資料館へ歩く途上、武蔵国分寺の講堂跡の発掘調査が行われていた/手前は金堂跡部分







このように調査はコツコツと進んでいる



　　武蔵国分寺跡資料館入口に到着



　　この長屋門は文化財となっている



　　内部の庭園



　　　　　長屋門を庭園内から見る









　　　　　　こんなのもありました



　　この住宅倉も文化財となっている







　　　この辺りは湧水が豊富という









　前方が湧水源



　　　　　武蔵国分寺跡資料館









　最後はここ僧寺北東地域の調査です







　　　　　伽藍地北辺の区画溝跡









　　　　　この辺りは僧寺北東地域













なお、僧寺（武蔵国分寺）については既報告の「武蔵国分寺跡」をご覧ください。


